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   Ｈ０３Ｋ  17/687    (2006.01)
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   Ｈ０２Ｍ   7/48    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月21日(2011.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この特許文献２においては、出力ノードの電圧レベル変化時におけるフローティング電
源電圧の変動による誤動作を防止するために、以下の構成を利用する。カレントミラー回
路のミラー比を１より小さくする。ミラー電流を抵抗素子により電圧信号に変換してオン
・オフ指令信号を生成する。カレントミラー回路のマスタ側の電流およびスレーブ側のミ
ラー電流における正規の制御電流Ｉｃとこのフローティング電源の変動に伴う誤差電流Ｉ
ｅの比、Ｉｃ／Ｉｅは、同じとなる。ドライバの入力論理しきい値を、誤差電流が流れた
場合に、ドライバの出力信号が変化しないレベルに設定する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　第１の内部ノードに対し第１および第２の電流供給部を設け、第２の電流供給部をワン
ショット駆動している。したがって、高速で電流変化を生じさせて出力トランジスタのオ
ン・オフを制御する信号を生成することができる。また、ワンショット駆動であり、電流
消費の増大は抑制される。
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